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10006 電子情報生命工学序論
１．電子情報学類で扱う学問分野の概要を把握する。
２．２年次からのコース選択を判断する力を得る。 1 * ◎

10007 計算機リテラシー

1.UNIX(Linux)の基礎が理解でき，基本的な利用ができること。
2.UNIX上でテキストエディタが利用できること。
3.UNIX上で電子メイルやインターネットブラウジングなど，ネットワークの基礎
的な利用ができること。
4.UNIX上で簡単なスクリプト（プログラム），Webページ，文書，図形，グラフが
作成できること。

1 * ◎

14001 微分方程式及び演習

1.微分方程式およびその解について，一般解・特異解など基本概念を理解す
ること。
2.求積法によって簡単な方程式を解けるようにすること。
3.線形微分方程式の基本的な性質を理解すること。
4.定係数線形微分方程式の解法を習得すること。

1 * ◎

14002 フーリエ解析及び演習

1.ラプラス変換，逆ラプラス変換の基本性質を理解すること
2.ラプラス変換を利用して微分方程式の初期値問題や境界値問題を解けるよ
うにすること
3.ラプラス変換を利用して積分方程式を解けるようにすること
4.フーリエ級数，フーリエ変換の基本性質を理解すること
5.フーリエ級数，フーリエ変換を利用して偏微分方程式が解けることを理解す
ること

2 * ◎

14003 ベクトル解析及び演習

1.ベクトルの内積と外積およびその幾何学的意味が理解できること
2.勾配，発散，回転を求めることができ，これらの基本的な性質を理解するこ
と
3.曲線や曲面をパラメータ表示し，図形との対応関係が把握できること
4.線積分，面積分の定義と性質を習得し計算ができようになること
5.発散定理，ストークスの定理を理解し利用することができるようになること

2 * ◎

14004 力学

・質点系の運動ついて理解する。
・剛体の運動及び慣性モーメントについて理解する。
・振動現象について理解する。

2 * ◎

14006 複素解析及び演習

1.複素数の図形的な表示をもとに複素数列や複素関数の収束性について理
解すること
2.指数関数，三角関数等の初等間数の複素変数への拡張とその性質につい
て理解すること
3.正則性の定義の理解およびコーシー・リーマンの関係式を利用して関数の
正則性を判定できること
4.複素積分の基本性質を理解すること
5.コーシーの積分定理・積分公式をよく理解し具体例に応用できること
6.留数の計算および留数定理の応用ができること
7.正則関数のテーラー展開、有理型関数のローラン展開を理解すること

2 * ◎

14007 熱・統計力学

１．状態方程式、熱力学第1法則，熱力学第2法則，エントロピー、熱力学的関
数の理解。
２．比熱、断熱変化、熱機関、カルノーサイクルの理解。
３．ミクロカノニカル集合、カノニカル集合の理解。
４．分配関数、ボルツマン原理、自由エネルギーの理解。
５．フェルミ統計，ボーズ統計の応用。

2 * ◎

確率及び演習
確率の基本事項についての解説を与え、具体的な事例との関連についても
理解を深めることを目指す。 2 * ◎

14008 プログラミング序論

1.問題の分析に基づいて，処理の流れ図が書けること。
2.構造化文を用いて処理の流れの制御を伴うプログラムが書けること。
3.変数やデータの型を理解し，用途に応じて適切に使用できること。
4.配列を用いてグループ化されたデータの一括処理が行なえること。
5.決まった手順をまとめて関数化する概念が理解できること。
6.ファイルからのデータの読み書きの考え方が理解できること。

1 * ◎

14009 電気回路第１及び演習

回路現象の理解と現象を説明するために有用な種々の解析方法を習得する
こと
1．交流回路解析の基礎
　 キルヒホフの電圧・電流則，記号法
2．回路解析の方法
　 フェーザ解析，節点・網目解析、便利な種々の定理

1 * ◎

14010 電気回路第２及び演習

1. R, L, C集中定数素子を含む電気回路について，正弦波定常応答の理解の
もと，過渡応答現象を定性的に理解するとともに数学的解析により解くことが
できること。
2. 電気回路の過渡応答解析手法としてのラプラス変換および逆変換が自由
にできることならびにその物理的意味を理解すること。
3. 分布定数回路の基礎伝送方程式のもつ物理的意味を理解し，電圧・電流
波の反射・透過の問題を理解すること。
4. 分布定数回路線路における電圧・電流波の反射・透過率を計算できるこ

2 * ◎

14012 電子回路第１及び演習

1.トランジスタの動作原理を理解し，それを用いた増幅回路の動作を解析でき
ること。
2.小信号基本増幅回路での増幅率や入出力インピーダンスなどを計算できる
こと。
3.トランジスタの高周波等価回路を理解し，小信号増幅回路の周波数特性を
解析できること。
4.大信号出力のためのプッシュプル回路の動作を理解できること。

2 * ◎

14014 電気磁気学第１及び演習

・ベクトルの微分・積分，各種演算法と座標系。
・電荷，電界，電位分布の計算，Gaussの法則，Poissonの方程式の適応及び
解法。
・静電容量の算出法。
・誘電体を含む静電界の解法。
・影像電荷法による静電界の解法。
・静電界における数値解法の理解。

2 * ◎

14015 論理回路

1.2進数での算術計算・論理演算ができること。
2.論理式の合成や簡単化ができること。
3.組合せ論理回路を理解し，設計できること。
4.順序論理回路を理解し，設計できること。

2 * ◎

14018 電子回路第２及び演習

1. 帰還回路の考え方がわかること。
2. 演算増幅器を理解し，簡単な応用回路の設計ができること。
3. 正弦波発振回路の設計ができること。
4. オペアンプを用いた能動フィルタが設計できること。

2 * ◎

14021 電気磁気学第２及び演習

1. 空間的に分布する電荷の流れ（電流密度）とその性質を式で記述できるこ
と
2. 定常電流によって生じる磁界の分布を計算できること
3. 物質の磁性，特に強磁性体の性質について説明できること
4. 磁界中の電流（運動する電荷）に働く力を計算できること
4. 時間的に変化する磁界によって生じる電界の分布を計算できること
5. Maxwell方程式の意味を説明できること

2 * ◎

34001 プログラミング演習

１．「＝」の（数学とは異なった）意味が理解でき、それを使えること。
２．構造的なプログラミング（順次、繰り返し、選択）記述が行えること。
３．ポインタ、アドレス、配列の関係について理解でき、それらを使えること。
４．関数によるプログラム分割が行えること。
５．構造体を使えること。
６．ファイルの入出力が行えること。

2 * ◎

34003 電気電子工学実験第１

1. 三相回路：三相回路の相順および相回転の概念を得るとともに，三相三線
式非対称Ｙ負荷の中性点電位を測定して，三相交流回路におけるベクトル表
示法に習熟する。
2. 高電圧技術：各種kV級高電圧発生回路の基本原理と，これら高電圧の測
定法を学ぶ。
3. RC結合増幅器：RC結合増幅器の設計，製作および特性評価を行い，設計
のノウハウおよび回路の実装技術について習得する。
4. ディジタル回路：2値符号の基本的な論理とその実現回路を理解する。ゲー
トICの動作，組み合わせ論理回路および順序回路について習得する。

2 * ◎ ◎ ◎

34006 電気電子工学実験第２

1. 変圧器・直流機・誘導器：　代表的な変圧器，直流機，誘導機の動作原理と
基本特性を理解する。
2. 半導体デバイスの特性と基本物理：　半導体デバイスとして，ダイオード，ト
ランジスタ及びFETの基本特性を測定するとともに，半導体中のキャリア輸送
について理解を深める。
3. マイコンボード：　PICマイコンのプログラミングを行うことにより，コンピュー
タの心臓部であるCPU (Central Processing Unit) の動作と周辺回路の操作方
法を理解する。
4. オペアンプ回路：　増幅器ICである演算増幅器（オペアンプ）の基本特性と，
その応用回路である能動フィルタや発振回路について理解を深める。

3 * ◎ ◎ ◎

14023 計算機システム

1. 計算機における数の表現形式を理解する。
2. 中央処理装置と命令セットの原理，アドレス修飾，など計算機の動作原理
を理解する。
3. 算術論理演算装置の論理設計を理解する。
4. VLSIマイクロプロセッサにおける高性能化技術を理解する

2 * ◎

システム制御基礎

システム制御および関連科目の基礎として必要なフーリエ変換・ラプラス変換
の基礎を理解し，その使い方を習得することを目的とする。そして，システム
やその動特性という考え方についても触れ，ラプラス変換を用いた伝達関数
の扱い方の基礎についても習得する

2 * ◎

コースのCP(カリキュラム編成方針）

学類のカリキュラム

電磁気学，電気回路および電子回路といった電気電子分野の基礎を学習した上で，エネルギー技術，電子・光素子技術，集積回路技術，制御技術等
を身につけ，工学のもつ倫理的責任を理解した人材を育成する。それらの知識を生かし，創造力豊かで新分野開拓に意欲を持つ自立した電気・電子・
情報技術者を養成する．この人材養成目標に到達した者に学士（工学）の学位を授与する．この人材養成目標に到達するためには、以下の学習成果
を上げることが求められる。

数学，物理，情報お
よび電気電子工学
の基礎知識を幅広く
修め，それを応用す
る能力を身につける

コースの学習成果（◎=学習成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学習成果を上げるために履修することが強く求めら
れる科目、△=学習成果を上げるために履修することが求められる科目）

実験を通して電気，
電子に関する現象
を科学的に分析す
る能力を身につける

課題を提案し，実行
し，遂行する能力を
身につける

実験結果や研究成
果を的確に記述し，
説明する能力を身
につける

コース名

学類名

学域名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針） コースのディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

電気電子工学の実
践に必要なスキル
と，ハードウェア，ソ
フトウェアを含む最
新のツールを使う能
力を身につける

英語によるコミュニ
ケーション基礎能力
を身につける

工学の持つ地球
的，社会的影響力
の重要性と倫理的
責任を理解する

エレクトロニクス・情報通信技術・エネルギー・生命情報の各分野において必要となる専門知識を修め，技術者に必要な倫理観と地球的視点をもつ，高度情報化
社会の発展に寄与できる自立した技術者・研究者を育成する。各コースのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を通じて、この学類の人材養成
目標に到達した者に、学士（工学）の学位を授与する。

電気電子工学分野の技術者として基礎となる科目ついて体系的に学び，その上で技術革新や社会的要求の変化にも対応できる専門的能力が身につけられる
よう科目を配置した。さらに，技術者としての実践能力を高めるための実験・演習科目と，独創性を醸成するための課題提案型の創成科目を加えてカリキュラム
を編成した。
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コースのCP(カリキュラム編成方針）

学類のカリキュラム

電磁気学，電気回路および電子回路といった電気電子分野の基礎を学習した上で，エネルギー技術，電子・光素子技術，集積回路技術，制御技術等
を身につけ，工学のもつ倫理的責任を理解した人材を育成する。それらの知識を生かし，創造力豊かで新分野開拓に意欲を持つ自立した電気・電子・
情報技術者を養成する．この人材養成目標に到達した者に学士（工学）の学位を授与する．この人材養成目標に到達するためには、以下の学習成果
を上げることが求められる。

数学，物理，情報お
よび電気電子工学
の基礎知識を幅広く
修め，それを応用す
る能力を身につける

コースの学習成果（◎=学習成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学習成果を上げるために履修することが強く求めら
れる科目、△=学習成果を上げるために履修することが求められる科目）

実験を通して電気，
電子に関する現象
を科学的に分析す
る能力を身につける

課題を提案し，実行
し，遂行する能力を
身につける

実験結果や研究成
果を的確に記述し，
説明する能力を身
につける

コース名

学類名

学域名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針） コースのディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

電気電子工学の実
践に必要なスキル
と，ハードウェア，ソ
フトウェアを含む最
新のツールを使う能
力を身につける

英語によるコミュニ
ケーション基礎能力
を身につける

工学の持つ地球
的，社会的影響力
の重要性と倫理的
責任を理解する

エレクトロニクス・情報通信技術・エネルギー・生命情報の各分野において必要となる専門知識を修め，技術者に必要な倫理観と地球的視点をもつ，高度情報化
社会の発展に寄与できる自立した技術者・研究者を育成する。各コースのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を通じて、この学類の人材養成
目標に到達した者に、学士（工学）の学位を授与する。

電気電子工学分野の技術者として基礎となる科目ついて体系的に学び，その上で技術革新や社会的要求の変化にも対応できる専門的能力が身につけられる
よう科目を配置した。さらに，技術者としての実践能力を高めるための実験・演習科目と，独創性を醸成するための課題提案型の創成科目を加えてカリキュラム
を編成した。

14031 量子力学

1. 波動関数，固有値，期待値等の量子力学の用語と意味を理解する。
2. 演算子の間の交換関係などの計算ができる。
3. シュレーディンガー方程式が書ける。
4. 簡単な系に対してシュレーディンガー方程式が解けること。

3 * ◎ ○

34008 電気電子工学実験第３

1. 半導体プロセス技術
：真空蒸着やシリコンの熱酸化等の半導体デバイス作製プロセスにおける基
本技術を理解するとともに、簡単な半導体デバイスを作製・評価する。
2. VLSI設計：
VLSI設計ツールを用いて簡単な集積回路を設計・動作確認を行うことにより、
VLSI設計法について理解する。
3. フィードバック制御系設計
：MATLAB・SIMULINKを用いてフィードバック制御、制御系設計について理解
を深める。
4. 信号処理：
コンピュータによるディジタルフィルタなどの信号処理手法について理解する。

3 * ◎ ◎ ◎

34012 数値解析

１．MATLAB言語の習得
２．数値解析法の初歩の習得
３．数値解析プログラムの記述と実行（補間関数，非線形方程式，行列，微分
方程式，積分）

2 * ◎ ◎

34013 電気エネルギー変換工学

1.磁気関連の法則の理解と磁気回路の計算ができること
2.磁気エネルギーと電磁力（トルク）の関係を理解すること
3.電気エネルギー変換機器の電気－磁気－力学系間の関係式を導出できる
こと
4.回転機器におけるエネルギー変換原理を理解できること
5.電気エネルギー機器の実際の構成を理解できること

2 * ◎

34014 半導体工学

1.半導体のバンド構造について理解し、真性半導体におけるキャリア密度を
定量的に求め，その温度特性やpn積など半導体の基礎的な関係について理
解する。
2.真性，n型，p型半導体中の電気伝導について，キャリアの熱的発生過程や
再結合過程を通して理解する。
3.理想pn接合の静的電圧・電流特性を拡散方程式を用いて定量的に解析す
る。
4.接合容量や拡散容量の起源を理解し定式化する。
5.ショットキー接合やオーミック接合などにおけるキャリアの振る舞いを理解す
る。
6.バイポーラトランジスタの動作を理解する。

2 * ○

34018 集積回路工学第1

1.CMOSのプロセスフローが理解できること。
2.デジタルCMOS回路によるスタティック論理ゲートの回路設計ができること。
3.CMOS回路の性能見積もりと比例縮小則による性能改善予測ができること。
4.CMOS回路のレイアウト設計と回路シミュレーションができること。

3 * ◎

34022 通信工学

1.フーリエ変換の計算ができること。
2.各種変復調方式の変調波形及びスペクトルが計算できること。
3.アナログ通信方式とディジタル通信方式の原理を理解できること。
4.信号の確率密度関数が計算できること。

2 * ○ ◎

34024 信号処理

１．フーリエ解析と離散時間システムの関係を理解すること。
２．サンプリング定理を理解すること。
３．高速フーリエ変換とその応用について理解すること。
４．ディジタルフィルタの設計について理解すること。
５．スペクトル推定の定義と手法が理解できること。

3 * ○ ◎

システム制御Ⅰ

１．フィードバック制御の利点を理解すること．
２．システムの過渡応答特性を理解し，極の位置との関係を把握すること．
３．システムの安定性の概念を理解し，ラウス＝フルビッツの安定判別法を習
得すること．
４．フィードバック制御系の感度特性・定常特性を理解すること．
５．システムの周波数応答を理解し，ベクトル軌跡・ボード線図による表示を
習得すること．
６．フィードバック系の内部安定性を理解し，ナイキストの安定判別法を習得
すること．さらに安定余裕について理解すること．
７．ループ整形の考え方を理解し，フィードバック制御系の設計法を習得する
こと．2自由度制御系について理解すること．

3 * ◎

34027 電気エネルギー伝送工学

1.電気エネルギー伝送システムの概要（使用機器，エネルギー伝送方式）に
ついての知識を身につけること。
2.電気エネルギー伝送ケーブルのインダクタンス，キャパシタンスの計算手
法，伝送システムの等価回路をかけること。
3.電気エネルギー伝送システム間の電力授受の条件を位相と電力との関係
から理解できること。
4.非対称故障計算についてその理論が理解でき，実際に問題に適用できるこ
と。

3 * ◎

34028 電気機器学

1.一般電気機器において，各種電気機器の構成と特性の共通性，特異性を
理解できること
2.変圧器における一般特性と独特な項目について理解できること
3.同期機器における一般特性と独特な項目について理解できること
4.直流機器における一般特性と独特な項目について理解できること
5.誘導機器における一般特性と独特な項目について理解できること

3 * ◎

34029 電子デバイス

・エネルギーバンド図を用いて，トランジスタの動作を定性的に説明できるよう
にする。
・トランジスタの理想入出力特性・等価回路を導き，定量的取り扱いができる
ようにする。
・非理想特性が生じるメカニズムについての知識を身につける。
・半導体と光の相互作用を通して、受光デバイス、発光デバイスの動作原理
を学ぶ。
・最新の技術情報に興味を持つ。

3 * ◎

34030 電磁波論

1.Maxwellの方程式とその基になった物理現象，法則の理解。
2.Maxwellの方程式より，波動方程式の導出。波動方程式の解法と，平面電磁
波解の導出。誘電体，導体中での平面電磁波の理解。
3.異なる媒質境界面での電磁波の境界条件を導出し，界面での電磁波の透
過率や反射率の計算法について学ぶ。
4.電磁波の干渉および回折現象の計算法を学ぶ。
5.光・電磁波導波路の解析について学ぶ。
6.Maxwellの方程式より，電磁波の発生と放射の機構の理解。

3 * ◎ ◎

システム最適化

多くの工学分野で用いられている各種の最適化原理を理解し，計算機によっ
て多変数の複雑な最適化問題を解くことのできる素養を身につけることを目
標とする．数学的な準備から始め，関数の最適化，最小二乗法，最尤推定，
線形計画法，非線形計画法，動的計画法などについて講義をおこなう．

3 * ◎ ○

システム制御Ⅱ

１．システムの状態，状態方程式および状態空間について理解すること．
２．システムの入力と応答の関係について理解し，状態遷移行列の概念を把
握すること．
３．モードの概念について理解し，システムの応答解析ができるようになるこ
と．
４．システムの安定性の概念を理解し，リアプノフの安定判別法を習得するこ
と．
５．システムにおける可制御・可観測性の概念を理解すること．
６．状態フィードバックによる極配置について理解すること．
７．オブザーバについて理解し，オブザーバを用いた状態フィードバックを習
得すること．
８．最適レギュレータを理解し，最適レギュレータによる制御系設計を習得す
ること．

3 * ○

34041 パワーエレクトロニクス

1. パワー半導体素子のスイッチング技術を利用した静止形電力変換器，それ
らにより制御される電動機等は必須の技術的要素となっているこれらのスイッ
チング技術の要素について学ぶことを目的とし，
2. パワー半導体素子にはどのようなものがあり，どの程度の大きさのものが
あるかを知る。
3. 交流電源から直流出力を得るための基本的な手法とそれらの動作・特性に
ついて学ぶ。
4. 直流電源から可変出力の直流を得るための回路とその動作について学
ぶ。
5. 直流電源から交流出力を得る方法と電力を回生する原理について学ぶ。
6. 交流電源から異なる周波数に直接変換する方式とその動作について理解
する。

3 * ◎

34043 計測工学

1.測定原理を理解し，適切な測定器の使用方法を理解すること。
2.不適切な測定器の使用方法について，なぜ不適切なのかを説明できるこ
と。
3.理解した測定器の使用方法を，電気電子システム工学実験などに活かすこ
と。
4.コンピュータを利用したデータ処理手法を理解してプログラミングできるこ
と。

3 * ○
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学類のカリキュラム

電磁気学，電気回路および電子回路といった電気電子分野の基礎を学習した上で，エネルギー技術，電子・光素子技術，集積回路技術，制御技術等
を身につけ，工学のもつ倫理的責任を理解した人材を育成する。それらの知識を生かし，創造力豊かで新分野開拓に意欲を持つ自立した電気・電子・
情報技術者を養成する．この人材養成目標に到達した者に学士（工学）の学位を授与する．この人材養成目標に到達するためには、以下の学習成果
を上げることが求められる。

数学，物理，情報お
よび電気電子工学
の基礎知識を幅広く
修め，それを応用す
る能力を身につける

コースの学習成果（◎=学習成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学習成果を上げるために履修することが強く求めら
れる科目、△=学習成果を上げるために履修することが求められる科目）

実験を通して電気，
電子に関する現象
を科学的に分析す
る能力を身につける

課題を提案し，実行
し，遂行する能力を
身につける

実験結果や研究成
果を的確に記述し，
説明する能力を身
につける

コース名

学類名

学域名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針） コースのディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

電気電子工学の実
践に必要なスキル
と，ハードウェア，ソ
フトウェアを含む最
新のツールを使う能
力を身につける

英語によるコミュニ
ケーション基礎能力
を身につける

工学の持つ地球
的，社会的影響力
の重要性と倫理的
責任を理解する

エレクトロニクス・情報通信技術・エネルギー・生命情報の各分野において必要となる専門知識を修め，技術者に必要な倫理観と地球的視点をもつ，高度情報化
社会の発展に寄与できる自立した技術者・研究者を育成する。各コースのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を通じて、この学類の人材養成
目標に到達した者に、学士（工学）の学位を授与する。

電気電子工学分野の技術者として基礎となる科目ついて体系的に学び，その上で技術革新や社会的要求の変化にも対応できる専門的能力が身につけられる
よう科目を配置した。さらに，技術者としての実践能力を高めるための実験・演習科目と，独創性を醸成するための課題提案型の創成科目を加えてカリキュラム
を編成した。

34044 高電圧プラズマ工学

1.気体中における電子の運動について理解できること。
2.電子衝突断面積，電子なだれ現象など電界下の電子と分子との衝突現象
について理解できること。
3.気体の絶縁破壊の代表的理論であるTownsendおよびStreamer理論につい
て理解できること。
4.プラズマとは何かを説明できること。
5.プラズマ中の基本現象を説明できること。
6.流体方程式の物理的認識ができること。
7.プラズマの種類について知識を得ること。

3 * ○ ◎

34045 集積回路工学第2

1)マイクロプロセッサ（VLSIコンピュータ）アーキテクチャを理解するとともに，
マイクロプロセッサの実際の回路設計技術の詳細を知ること。
2)加算器，ALUや乗算器などの算術論理演算器の高速回路設計ができるこ
と。

3 * ◎

34047 情報理論

１．コミュニケーション成立の条件を知る。
２．情報の数量的な定義を知る。
３．現実の情報には無駄（冗長）があることを知る。
４．冗長を符号化により取り除けることを知るとともに符号化によりどこまで通
信が高速化できるかその限界を計算できること。
５．現実の符号化の方法を知る。

3 * ○ ◎

34050 伝送回路

1.L（インダクタンス）やC（キャパシタンス）およびR（抵抗）で構成された，2端子
対回路の伝送特性を理解し，アナログフィルタの設計が出来るようになる。
2.分布定数線路の伝送特性が解析できるようになる。
3.分布定数線路を4端子行列で記述する方法を取得する。
4.高周波の線路や素子で用いられるスミスチャートが使えるようになる。
5.マイクロ波や光ファイバの伝送特性についての考察力が付く

3 * ◎

34051 電子物性

1.固体中の原子の結合様式を理解できること
2.結晶構造と格子欠陥を理解できること
3.格子振動と比熱を理解できること
4.自由電子に対するエネルギ状態を理解できること
5.バンド理論を理解し，バンドの電子状態や有効質量について理解できること

3 * ◎

34069 自主課題研究

1.課題を提案，計画し，遂行することができること
2.研究成果などの報告を的確に記述し，説明できること
3.電気電子システム分野だけでなく，異なる分野にも幅広い関心を持つことが
できること
4.人類の発展と福祉に役立つシステムは何かを考えることができること
5.工学の持つ地球的，社会的影響力の重要性と倫理的責任を理解すること
ができること
6.工学の発展に常に興味を持ち，生涯学び続けることができること

3 * ○ ◎ ◎ ○ ○

34073 科学技術英語

1.英語による技術文献の読解力を養う。
2.英語による基本的なコミュニケーション能力を養う。
3.技術報告書，論文の基本構成を修得する。
4.自分の研究課題に関して簡単な英文レポートが作成できる。

4 * ◎

34040 ディジタル通信

１．サンプリング定理や電力スペクトルなどのディジタル通信の背景となる理
論を理解する。
２．ベースバンド伝送系の基本原理を理解する。
３．各種のディジタル変復調システムの動作原理を理解する。

3 * ◎

34076 卒業研究

1. 研究課題の背景，位置づけ，内容が理解できる。
2. 関連する文献を調査・収集し，その内容が理解できる。
3. 課題を解決するための方法論を検討し，実験装置やシミュレーションプログ
ラムが準備できる。
4. 実験やシミュレーションを遂行し，その結果を分析し，現象を理解できる。
5. 研究成果を論文としてまとめ，OHPやPCを用いて口頭発表により要点を簡
潔に説明できる。

4 * ◎ ◎ ◎ ◎ ○

34060 自動設計・製図

1. 電気電子機器の設計を行う時，必要となる設計理論，設計に要する設計
ツールおよび図面作成に必要な知識について，特にコンピュータを用いて行う
方法を中心に学習し、
2. 機器設計がどのような理論体系，手順に基づいて進められるかを学ぶ。
3. 電気機器，電子機器に分類の上，対象毎に機器設計がどのように進めら
れるかについて学習する。
4. 機器設計を容易にする各種の汎用ソフトウェアとそれらの役割・機能につい
て学ぶ。
5. 製造工程に渡す図面の作り方とそれらに関係する規格について知る。

3 * ○ ○

34065 電気エネルギー発生工学

1. 人類のエネルギー資源の利用形態の変遷と今後の動向を把握し，エネル
ギー問題と地球環境問題との関わりを理解すること。
2. 各種エネルギー間のエネルギー変換基礎過程を理解すること。
3. 熱力学の2つの法則を理解し，熱サイクルの意味を理解するとともに熱効
率を計算できること。
4. エネルギーの最終利用形態である電気エネルギーの発生について，火力
発電と原子力発電の基礎過程とシステム構成について理解すること。

3 * ◎ ○

34066 電気電子材料

1.電気電子材料の普遍・基礎的な物性・性質を理解し、それらを利用できる能
力を身に付ける。
2.誘電体・強誘電体および絶縁体の持つ性質の理解。
3.磁性体の持つ磁気的性質（常磁性・強磁性・反強磁性・フェリ磁性）の理解。
4.導電体の持つ巨視的および微視的な性質の理解。
5.種々の電気電子材料作製および評価法に関する基礎知識を得る。

3 * ○ ◎

34058 光エレクトロニクス

1.光は，電磁波である。簡単なモデルでの電磁波の伝播や導波作用が解析で
きるようになる。
2.レーザの動作原理を理解し，レーザ発振の条件についての解析できるよう
になる。
3.半導体レーザの基本的動作特性を解析できるようになる。
4.光ファイバ通信に使われている，光増幅器や光検出器などの特性が理解で
きるようになる。
5.半導体レーザ，光ファイバ，光検出器の光デバイスを用い装置に対し，原理
を理解して利用できるようになる。

3 * ◎

34061 集積回路設計及び演習

1.データパスと制御回路の設計法を理解し、大規模ディジタル回路のRTL設
計ができること。
2.ハードウェア記述言語の文法と意味を理解し、RTL回路の記述ができるこ
と。
3.HDLシミュレータ、論理合成などのCADを使用して所望の論理回路を実現で
きること。
4.VLSI（FPGAやスタンダードセル）の構造と特徴および設計手法について理
解し、説明できること。
5.パイプライン化、バス・演算器の並列化等によるハードウェアの高性能化設
計について理解し、説明できること。

4 * ◎

34068 電気法令
電気事業及び電気保安についての法規制の内容を理解する。

4 * ◎

34071 学外技術体験実習Ａ

1. 企業や公設機関における業務内容を理解する。
2. 大学における教育と実社会における仕事との関連について理解する。
3. 企業や公設機関における業務に対する責任感や協調性を実習を通じて体
感する。
4. 大学における勉学が就職後どのように生かされるか，また今後どのように
勉学を進めていくかについて自身の考えをまとめる。

3 * ○ ○

34072 学外技術体験実習Ｂ

1. 企業や公設機関における業務内容を理解する。
2. 大学における教育と実社会における仕事との関連について理解する。
3. 企業や公設機関における業務に対する責任感や協調性を実習を通じて体
感する。
4. 大学における勉学が就職後どのように生かされるか，また今後どのように
勉学を進めていくかについて自身の考えをまとめる。

3 * ○ ○

34075 安全と倫理

1.技術者・研究者に求められる「安全と倫理」の必要性の理解
2.プロとして仕事をする基本的な道を理解する。
3.代表的な国際規格の理解を通して産業界の要求水準を理解する。
4.グループ討論を通して自分とは違う価値観の人々がいることを知る。

4 * ◎

34074 工学における倫理と法

1. 工学技術が社会とどのように係っているのかを理解する。
2. 技術者として，将来の各自の社会的責任について考えてみる機会を持つ。
3. 特許法や製造物責任法など工学技術に関連する法律の基本を理解する。
4. 多くの災害事例を知る。

4 * ◎

75101 微分積分学第一

1. 逆三角関数や広義積分について理解する。
2. 有理関数の求積可能性について理解する。
3. 級数および関数のTaylor展開について理解する。 1 * ◎

75102 微分積分学第二

１．平面及び空間図形を数式で表示できるようにすること，その逆に数式で表
された図形を描くことができるようにすること．（多変数の微積分は幾何学であ
る）
２．偏微分，重積分，３重積分の計算技術は確実に身につけること．（例題，
演習問題を解く）
３．全微分と重積分の意味を理解すること．（講義，教科書等を参考にして，
自分の頭で考えて幾何的，物理的なイメージをもつことが重要である）

1 * ◎
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学類のカリキュラム

電磁気学，電気回路および電子回路といった電気電子分野の基礎を学習した上で，エネルギー技術，電子・光素子技術，集積回路技術，制御技術等
を身につけ，工学のもつ倫理的責任を理解した人材を育成する。それらの知識を生かし，創造力豊かで新分野開拓に意欲を持つ自立した電気・電子・
情報技術者を養成する．この人材養成目標に到達した者に学士（工学）の学位を授与する．この人材養成目標に到達するためには、以下の学習成果
を上げることが求められる。

数学，物理，情報お
よび電気電子工学
の基礎知識を幅広く
修め，それを応用す
る能力を身につける

コースの学習成果（◎=学習成果を上げるために履修することがとくに強く求められる科目、○=学習成果を上げるために履修することが強く求めら
れる科目、△=学習成果を上げるために履修することが求められる科目）

実験を通して電気，
電子に関する現象
を科学的に分析す
る能力を身につける

課題を提案し，実行
し，遂行する能力を
身につける

実験結果や研究成
果を的確に記述し，
説明する能力を身
につける

コース名

学類名

学域名

学類のディプロマ・ポリシー（学位授与方針） コースのディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

電気電子工学の実
践に必要なスキル
と，ハードウェア，ソ
フトウェアを含む最
新のツールを使う能
力を身につける

英語によるコミュニ
ケーション基礎能力
を身につける

工学の持つ地球
的，社会的影響力
の重要性と倫理的
責任を理解する

エレクトロニクス・情報通信技術・エネルギー・生命情報の各分野において必要となる専門知識を修め，技術者に必要な倫理観と地球的視点をもつ，高度情報化
社会の発展に寄与できる自立した技術者・研究者を育成する。各コースのディプロマ・ポリシーで掲げた人材養成目標への到達を通じて、この学類の人材養成
目標に到達した者に、学士（工学）の学位を授与する。

電気電子工学分野の技術者として基礎となる科目ついて体系的に学び，その上で技術革新や社会的要求の変化にも対応できる専門的能力が身につけられる
よう科目を配置した。さらに，技術者としての実践能力を高めるための実験・演習科目と，独創性を醸成するための課題提案型の創成科目を加えてカリキュラム
を編成した。

75103 線形代数学第一

ガウスの前進消去，後退代入により，連立方程式が解けること。同様に，逆行
列が計算できること。線形独立の意味を理解し，その数学的な表現ができる
こと。連立方程式の解を理解できること。ベクトル空間，直交性の意味を理解
し，与えられた行列に対して基本的な部分空間を計算できること。

1 * ◎

75104 線形代数学第二

正射影と最小２乗法を理解し，計算できること。また，これらに疑似逆行列が
関係していることを理解すること。行列式の性質を理解し，大きなサイズの行
列式が計算できること。固有値，固有ベクトルの物理的な意味を理解し，これ
らを用いた微分方程式及び差分方程式の一般解を導けること。局所的な最小
値の意味を理解し，一般的な関数の局所解を求めることができること。

1 * ◎

75201 物理学Ⅰ

1）古典力学的現象について、現象を支配している法則に関する知見を修得
する。
2）古典力学的現象について、ベクトルや微分・積分などの数学的手法を用い
て現象を記述・解析する手法を修得する。

1 * ◎

75202 物理学Ⅱ

三次元ベクトルの取扱いに習熟し、ベクトル解析の基本を理解すると共に、直
交座標だけでなく対称性を有効に利用した球座標や円筒座標での計算を行
えるようにする。これらの基礎学習をもとに、電気磁気学の理解に不可欠なベ
クトルの微分や積分を行えるようにして、電界や磁界の振る舞いを理解し、そ
れらの計算法の基礎を築く。

1 * ◎

75213 物理学実験

理論や知識を実験に応用して物理現象の理解を深めるとともに、各種測定機
器の使用法、実験の方法、測定値の処理の仕方や結果のまとめ方、レポート
の書き方などの正しい手法を身につけ、将来困難な独創的な研究実験を成し
遂げるための能力を養うことにある。

2 * ◎

75301 化学Ⅰ

１．学問としての化学が現代まで発展してきた歴史を理解する。
　２．原子の性質を決める電子配置について理解する。
　３．原子同士が結びついて化合物になる際の結合様式を理解する。
　４．いくつかの種類に大別される化合物の種類ごとの一般的性質を理解す
る。

1 * ◎

75302 化学Ⅱ

１．分子の集団が示す性質について理解する。
　２．化学反応の種類と化学平衡について理解する。
　３．溶液になるとイオンに解離する物質の性質と，酸および塩基について理
解する。
　４．酸化・還元の概念を理解する。

1 * ○

75313 化学実験

講義の中に出てくる物質や反応に直接接することによって，物質の性質，物
質の変化の際の量的関係，変化の速度などについての知識を習得する。こ
のような知識を論理的に考え，整理することによって化学の原理を学び，自然
界で起こる現象を理解できるようにする。化学実験では幾多の先人がこれま
で営々と築き上げてきた著名な実験を実施し，授業目標に掲げられた事柄を
体得する。

2 * ○

79602 情報処理基礎

「情報倫理とネットワークセキュリティ」では、情報化社会の基本的なルールと
セキュリティ対策の基本を身につける。「図書資料検索」では、蔵書検索シス
テム（OPACなど）、情報検索システム（雑誌記事検索、SCOPUSなど）の使い
方に習熟する。「ITリテラシー」ではパソコン管理の基本、Webとメールの利
用、文書処理、表計算、プレゼンテーション・ツールなどを理解し、それらのソ
フトを使いこなせるようになること。

1 * ◎

英語Ⅰ(英語Ⅱ、英語Ⅲ）

1. 文法の復習をしながら，簡単な英語を書けるようにする(Writing)。
2. 辞書を使わずにまとまった英文を読める能力をつける(Reading)。
3. 英会話を通して英語の知識を発展させる(Oral  Communication)。

◎
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